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作成日：2026 年 6 月 8 日 

教員氏名：三井 真紀 

所属：人文学部 人文学科 保育・幼児教育専攻 

 

1. はじめに 

九州ルーテル学院大学に着任後、様々な大学改革と学科等編成を経験しながら、常に、保育・ 

幼児教育の主要科目を担当していることに、意義と責任を感じている。保育者養成大学の教員と

して、社会の「望まれる保育者像」を探求するために、自身の教育活動につい て振り返りたい。 

 

２. 教育の責任 

 人文学科保育・幼児教育に所属し、専任教員として、専攻の全学年を対象とした保育主要科目

を担っている。授業実施にあたっては、本学の教育の基本的な理念・カリキュラムに基づき、自

身の特色を生かした講義ができるよう努力を重ねている。 

 

(1) 授業科目の担当 

 

科目名 開講時期 履修者数 備考 

保育原理 前期 ３０ 選択必修 

保育者論  後期 ３０ 選択必修 

幼児教育課程論  後期 ３０ 選択必修 

幼児教育方法  後期 ３０ 選択必修 

幼児理解  前期 ３０ 選択必修 

保育内容（総論）  前期 ３０ 選択必修 

保育内容（表現）  後期 ３０ 選択必修 

フレッシュマンゼミ  前期 ３０ 選択必修 

チャイルドケアゼミ  後期 ３０ 選択必修 

保育実践演習  前期 ３０ 選択必修 

教職実践演習  後期 ３０ 選択必修 

特別研究  後期 ６ 卒業必修 

卒業研究  通年 ６ 卒業必修 

 

 

◼ 非常勤講師 

なし 
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(2) 教育組織運営 

 

2023 年→FD・SD 委員会（委員長） 2024 年度より研究推進委員会（委員長） 

 

３. 教育の理念 

保育者養成大学の教員としての役割は、次世代の健全な保育者養成である。役割を果たすため 

の基本的な理念は、次の 3 点である。 

 

(1)理念１ 教育活動と研究活動の相互バランスのとれた学生指導 

 

(2)理念２ 教員としてのモデルの提示 

 

(3)理念３ 保育者養成大学（4 年制）ならではの、知識・自信・責任のある学生指導 

 

 

４. 教育の方法 

(1) 自身の専門性を生かした教授活動 

(2)  教員、保育者、社会人として、心身ともに健康な人生を送るための議論 

(3)  各論の充実、バズセッション、卒業研究などの充実と課外活動のサポート 

 

５. 教育改善のための努力 

担当教科は、いずれも保育・幼児教育にかかわる主要専門科目であり、学生にとっては、過去 

の学びとは違う、方法論、難解な単語や思想史にあふれている。教授側として、それらの内容が、

いかに実社会とかかわりあっているのかを、身近なエピソードを駆使して伝える努力をしている。

同時に、机上での学びが「子どもの最善の利益」につながるものであることを、 映像や相互の語

りから学べるようなセッションを取り入れている。 

(1) 改善努力１ 授業評価アンケートと授業改善報告書の活用 

経験カリキュラムを重視した学びを行う中で、学生によっては十分な体験や学習がさ れていな

い（提出課題の内容から評価）場合が見られた。学生の学びのプロセスをより 丁寧に観察する（た

とえば提出物の途中経過を確認するなど）方法を検討したい。 

 

 

(2) 改善努力２ 現代社会に適応した教育方法への移行 

主体的な学びを重視する授業を展開する一方で「指示をほしい」学生がいるなど、従来の大学

教育とは違う学び方を模索する時期にあると考える。幼少期からの学び方も大きくかわっている

ことを踏まえ、現代社会に適応した教育方法を常に考えている。 学生の特性によっても、課題を

個別に提示するなど工夫を重ねたい。一方で、保育・幼児教育の学びを通して、効率や生産性ば

かりを大切にする現代社会の歪みについても意識できるよう心掛けている。 
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6.  教育の成果・評価 

直近の授業評価において「授業内容の意義や必要性を十分に説明してくれた」3.93 点 （保育内

容／4 点満点）、「授業内容はあなたに役に立つものでしたか」3.97 点（保育原理／4 点満点）など

高評価を受けている。また、自由記述者からは、いずれも講義内容についてはポジティブな内容

を受けている。 

 

７.  今後の教育に関する課題と目標 

保育の役割が多様化し、日本社会の教育目標や価値観が変容する中、保育者養成校における教 

員の役割も変化している。現代社会において求められる大学教育の内容に適応しながら、最高学

府としての教育機関の質を維持していく事が重要であろう。自身に課せれた役割を踏まえ、とり

わけ、以下の３点を課題・目標として挙げたい。 

 

１） 保育・幼児教育の未来に向けた学び 

保育・幼児教育の充実は、子どもの成長を支えることであり、社会の役割である。したがって、

保育者が、国の未来を担う責任の思い仕事であることを自覚し、誇りをもって働ける心身を育む

必要があろう。そのために、専攻に所属する全学生の学力の底上げをし、生涯にわたり学び続け

られる保育者としての素地を育成したい。子どもの未来、日本の未来を支えるという目標達成の

ため、学生時代には授業時間を大切にし、時には「考える課題」を存分に提供し楽しみながら、

学習機会を保障したい。より深く効果的な学びを実現するための方法論の開発と同時に、目に見

えない心の成長や、大学生の「心が動く」体験の瞬間を準備し保障していきたい。 

２） 人権意識をもった保育者集団の構築 

学部生はもちろん、現職保育者に向け、保育現場の人権を意識した学びを進めている。 保育現

場のステレオタイプ、保護者との連携、保育者不足、こどもの虐待問題など いずれも保育現場の

人権問題にかかわっている。未来の健全な保育現場を構築するために、大学人として学びの機会

をとおして問題提起していくことは、重要な課題である。  

３） 共に学べる教員として寄り添う 

 私自身が、大学生から保育・幼児教育を学んだ経験をもつ。学生時代を経て、既に 30 年以上が

経過している過程で、世界の保育は大きく変わり、大切にされる内容も変化していることを自覚

している。このような現実を受け入れながら、大学教員として教壇に立つ勇気をもち、現役の研

究者として研究活動をつづけていくことが、自身にできる役割であると捉えている。特に、研究

を通して得られた見地を学生と共有し、保育の発展につなげることをあきらめないことは、重要

だと考えている。学生と共に学び、時には迷える教員として役割を全うすることを目指したい。 

 

【根拠資料】 

（１）担当科目シラバス 保育原理 保育者論 幼児教育課程論 幼児教育方法 幼児理解 保育内

容（総論） 保育内容（表現Ⅰ） 乳児保育Ⅰ フレッシュマンゼミ チャイルドケアゼミ 

保育実践演習 教職支援演習 特別研究 卒業研究  

（２）授業評価アンケート結果（2024） 保育原理，保育内容（総論），幼児理解 


